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現在の標準シナリオでは、天の川銀河 (MW)のような銀河は小銀河が重力相互作用による合体・降着を繰り返
すことで形成されてきたと考えられている。この痕跡の位相空間上の緩和時間は 100億年以上と長いため、銀河
全体を覆う希薄な球状の領域であるハローに今なお存在しているのではないかということが理論上示唆されてき
た。大規模観測の進展により、このような痕跡を観測的に調査可能な時代が到来している。特に私たちの属する
天の川銀河（MW）が注目されている。何故ならば、小さな銀河が母銀河に合体・降着する際に潮汐力で破壊され
ていく現場を恒星ストリームやサブ構造として直接観測可能だからである。現状MW中心から 20-30kpc以内の
ハローの構造およびサブ構造については化学動力学の観点から理解が進みつつある一方で、MW外縁部のハロー
構造については未解明の部分が多い。
今回私たちは広視野かつ深い測光が特徴的なHSC-SSPの全データを用いて、MW外縁部のハローの構造に関

する調査を行った。恒星までの距離推定には恒星までの測光距離を用いた。その結果 70kpcの距離にある天体を
誤差約 20%以内で決定可能となった。ここで得られたMW内の恒星の 3次元の位置情報に基づいて、この全観測
領域におけるMWのトモグラフィー (断面図)を初めて作成した。本講演ではこの結果をもとに、ハローの大局
的な構造やサブ構造の 3次元構造について議論する。


